
区
Ｒ
Ш

甘
粕
正
彦
と
森
慶
治
郎

の
こ
と

東
京
憲
兵
隊
麹
町
分
隊
長
で
あ
っ
た
甘
粕
正
彦
中
尉
は
、　
一
九
二
三
年

九
月

一
日
に
発
生
し
た
関
東
大
震
災
の
混
乱
に
乗
じ
て
ア
ナ
ー
キ
ス
ト
の

大
杉
栄
と
伊
藤
野
枝
、
大
杉
の
妹
あ
や
め
の
長
男
橘
宗

一

（七
歳
）
の
三

名
を
憲
兵
隊
本
部
に
連
行
し
て
虐
殺
し
た
後
に
、
本
部
建
物
裏
に
あ
る
古

井
戸
に
遺
体
を
投
げ
込
ん
だ
と
い
う
″
甘
粕
事
件

〃
の
首
謀
者
と
さ
れ
て

き
た
。
そ
の
一
方
で
後
年
、
満
州
映
画
協
会
の
理
事
長
と
な
つ
て
紳
士
然

と
し
た
態
度
を
み
せ
る
な
ど
、
非
道
な
暴
力
を
ふ
る
つ
た
人
物
と
は
思
え

な
い
面
を
持
っ
て
い
た
。
佐
野
真

一
氏
の
大
作

『
甘
粕
正
彦

・
乱
心
の
蹟

野
』
含
一〇
〇
八
年
五
月
、
新
潮
社
）
は
周
到
な
取
材
に
も
と
づ
い
て
、
知

ら
れ
ぎ
る
甘
粕
の
素
顔
を
解
明
し
、
甘
粕
自
身
は
こ
の
事
件
と
無
関
係
で

あ
っ
た
こ
と
を
証
明
し
た
。
こ
の
大
著
を
読
ん
で
大
変
シ
ョ
ツ
キ
ン
グ
で

あ
っ
た
の
は
、
甘
粕
家
が
二
重
県
と
ゆ
か
り
の
深
い
人
物
で
あ
つ
た
こ
と

や
、
甘
粕
事
件
で
実
際
に
大
杉
と
伊
藤
を
殺
し
た
と
さ
れ
る
東
京
憲
兵
隊

本
部
附
特
別
高
等
課
係
員
の
森
慶
治
郎
曹
長
が
津
市
出
身
で
あ
る
こ
と
な

ど
、
私
に
と
つ
て
本
来
身
近
な
こ
と
が
ら
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ

れ
ま
で
何
も
知
ら
な
か
つ
た
こ
と
で
あ
つ
た
ｏ
佐
野
氏
に
多
く
の
こ
と
を

教
え
ら
れ
、
自
分
の
怠
惰
を
恥
じ
入
る
気
持
ち
に
な
っ
た
。
同
書
の
執
筆

尾

西

康

充

に
当
た
っ
て
佐
野
氏
が
二
重
県
を
訪
れ
て
イ
ン
タ
ビ
ユ
ー
し
た
関
係
者
の

多
く
は
高
齢
者
で
あ
つ
た
こ
と
か
ら
、
ほ
と
ん
ど
の
方
が
す
で
に
亡
く
な

っ
て
い
る
。
現
時
点
で
調
べ
る
こ
と
の
で
き
た
こ
と
を
、　
つ
ぎ
に
整
理
し

て
み
よ
う
。

甘
粕
は
二
重
県
立
津
中
学
を
三
年
終
了
時
に
中
退
し
、
名
古
屋
陸
軍
幼

年
学
校
に
進
学
し
た
。
順
当
に
卒
業
し
て
い
れ
ば
、　
一
九

一
〇
年
二
月
に

卒
業
し
た
津
中
学
第
二
六
回
生
名
簿
の
な
か
に
甘
粕
の
名
前
が
記
録
さ
れ

て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
原
則
と
し
て
中
退
者
は
名
簿
に
記
録
さ
れ

な
い
た
め
に
、
津
中
学
の
卒
業
生
の
多
く
は
甘
粕
が
自
分
た
ち
の
学
校
に

か
か
わ
り
の
あ
る
人
間
だ
と
は
知
ら
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
甘

粕
と
同
じ
第
二
六
回
生
は
、
「春
よ
こ
い
」
「浜
千
鳥
」
な
ど
の
名
曲
で
知

ら
れ
る
作
曲
家
の
弘
田
龍
太
郎
や
、
小
樽
商
業
学
校
で
小
林
多
喜
二
に
国

語
を
教
え
た
渡
辺
卓
が
い
る
。
ま
た
甘
粕
の
弟
た
ち
も
同
校
を
卒
業
し
、

二
郎
は
第
二
九
回
生
貧

九

一
三
年
二
月
卒
業
）
、
四
郎
は
第
二
六
回
生
貧

九
二
〇
年
二
月
卒
業
）、
五
郎
は
第
四

一
回
生

（
一
九
二
五
年
三
月
卒
業
）

と
し
て
卒
業
生
名
簿
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。

山
形
県
士
族
で
あ
つ
た
甘
粕
の
父
春
吉
貧

人
六
〇
～

一
九
二
一
）
は
、
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『
二
重
県
警
察
史
』
第
二
巻

（
一
九
六
五
年

一
一
月
）
に
よ
れ
ば
、
当
時

日
本
の
植
民
地
と
さ
れ
た
台
湾
台
南
県
の
休
職
警
部
で
あ
っ
た
が
、　
一
九

〇
〇
年
六
月
二
三
日
に
二
重
県
警
部
に
転
じ
て
県
警
衛
生
課
長
と
な
っ
た
。

一
九
〇
〇
年
七
月

一
九
日
に
警
視
特
別
任
用
令
に
よ
っ
て
、
宇
治
山
田
警

察
署
長
と
し
て
津
署
長
下
坂
三
俊
と
と
も
に
警
視
に
な
る
。
こ
れ
は
内
務

省
告
示
第
四
人
号
に
従
っ
て

「警
視
ヲ
置
ク
ヘ
キ
警
察
署
」
と
し
て
二
重

県
内
で
津
と
宇
治
山
田
の
警
察
署
が
指
定
さ
れ
た
か
ら
で
あ
つ
た
。

こ
の
後
、
春
吉
は

一
九
〇
二
年
五
月

一
九
日
に
桑
名
郡
長
、　
一
九
〇
四

年

一
二
月
二
人
日
に
飯
南
郡
長
、　
一
九

一
二
年
六
月
二
二
日
に
鈴
鹿
郡
長

と
な
っ
た
後
、
一
九

一
三
年
六
月

一
四
日
に
免
官
と
な
っ
た

「
二
重
県
史

資
料
編
』
政
治
行
政
１
）。
山
田
勘
蔵
の

『
明
治
百
年
松
阪
略
史
』
貧

九

六
八
年
四
月
、
夕
刊
二
重
新
聞
社
）
に
よ
れ
ば
、
春
吉
が
飯
南
郡
長
を
務

め
て
い
た

一
九
〇
五
年

一
一
月

一
人
日
、
明
治
天
皇
が
伊
勢
神
宮
参
拝
の

折
に
有
松
英
義
二
重
県
知
事
に
対
し
て
本
居
宣
長
の

「鈴
屋
遺
跡
の
現
状

如
何
」
と
い
う
質
問
を
し
た
と
こ
ろ
、
有
松
は
春
吉
の
説
明
を
も
と
め
て

答
え
た
。
こ
れ
を
き
つ
か
け
に
鈴
屋
遺
跡
保
存
会
が
結
成
さ
れ
、
春
吉
は

幹
事
長
に
就
任
、　
一
九

一
一
年
に
は
郡
長
と
し
て
飯
南
郡
図
書
館
建
設
委

員
長
と
な
っ
た
と
い
う
。
翌
年
四
月

一
五
日
、
春
吉
は
図
書
館
設
立
趣
旨

に
即
し
て
建
物
を
飯
南
郡
記
念
館
と
呼
ぶ
こ
と
を
提
案
し
、
郡
長
を
館
長

と
し
て
一
般
の
閲
覧
に
供
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
。

甘
粕
事
件
の
直
後
、
甘
粕
の
弟
五
郎
が

「大
杉

一
派
」
の
ア
ナ
ー
キ
ス

ト
に
よ
つ
て
報
復
さ
れ
た
こ
と
が

『
二
重
県
警
察
史
』
第
二
巻
に
記
録
さ

れ
て
い
る
。
同
書
に
よ
れ
ば
、
ギ
ロ
チ
ン
社
の
河
村
貞
三

（田
中
勇
之
進
）

が

一
九
二
三
年

一
〇
月
四
日
、
飯
南
郡
松
阪
町
の
岡
寺
継
松
寺
に
寄
宿
し

て
い
た
津
中
学
五
年
生
の
五
郎

（当
時

一
七
歳
）
に
報
復
の
目
的
で
殺
害

し
よ
う
と
し
、
事
件
翌
日
に
殺
人
未
遂
の
容
疑
で
検
挙
さ
れ
る
と
い
う
事

件
が
お
こ
っ
た
。
河
村
は
翌
年
二
月
九
日
に
安
濃
津
地
方
裁
判
所
で
懲
役

五
年
の
判
決
を
受
け
た
。
「伊
勢
新
聞
」
貧

九
二
三
年

一
〇
月
五
日
）
に

よ
れ
ば
、
「四
日
午
前
七
時
十
五
分
頃
」
五
郎
が
通
学
の
た
め
に
松
阪
駅
に

向
か
う

「清
光
寺
墓
地
裏
の
細
路
」
で

「三
十
歳
位
の
背
広
三
揃
の
洋
服

を
着
た
男
が
躍
り
出
し
、
五
寸
ば
か
り
の
短
刀
を
振
験
し
て
五
郎
を
目
が

け
て
斬
り
付
け
ん
と
せ
る
刹
那
、
件
の
怪
漢
を
尾
行
し
て
ゐ
た
松
阪
署
の

前
田
刑
事
が
駈
付
け
て
兇
器
を
扮
ぎ
取
り
格
闘
の
末
逮
捕
し
松
阪
署
で
厳

重
取
調
べ
中
で
あ
る
」
と
い
う
。

大
杉
と
伊
藤
を
実
際
に
殺
し
た
者
と
し
て
佐
野
氏
が
推
定
し
て
い
る
の

は
、
現
在
の
地
名
で
い
え
ば
津
市
大
里
睦
合
町
東
睦
合
の
森

（
一
人
九
〇

年

一
月
二

一
日
～

一
九
六

一
年

一
一
月
六
日
、
腰
の
病
気
で
死
亡
）
で
あ

る
。　
一
九
二
三
年

一
二
月
八
日
、
森
は
軍
法
会
議
で
懲
役
三
年
の
実
刑
判

決
を
受
け
た
。
起
訴
さ
れ
た
五
名
の
憲
兵
の
う
ち
有
罪
に
な
っ
た
の
は
甘

粕

（懲
役

一
〇
年
）
と
森
だ
け
で
あ
っ
た
。
森
は
紀
元
節
の
恩
赦
に
よ
っ

て
刑
期
満
了
を
待
た
ず
に

一
九
二
五
年
二
月

一
一
日
に
仮
出
獄
し
た
。
そ

の
後
は
大
里
村
に
帰
郷
し
、
家
業
の
酒
屋
を
営
み
、　
一
九
四
〇
年
二
月
か

ら

一
九
四
六
年
九
月
ま
で
の
間
、
官
選
の
大
里
村
長
を
務
め
た
。
『
大
里
村

史
』
貧

九
五
九
年

一
月
、
大
里
村
史
編
纂
委
員
会
）
に
よ
れ
ば
、
森
は

「特

に
大
東
亜
戦
争
下
の
供
米
、
動
員
等
極
め
て
多
難
の
中
に
あ
っ
て
よ
く
本

村
の
発
展
に
尽
力
せ
ら
れ
た
」
と
好
意
的
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
二
重
県
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史
編
纂
室
の
調
査
で
も
、
戦
時
下
の
大
里
村
は
政
府
の
経
済
厚
生
運
動
に

従
っ
て
供
出
米
を
増
や
し
た
模
範
村
で
あ
つ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
文
献
を
調
べ
て
み
る
と
、
森
は
戦
後
公
職
追
放
さ
れ
る
が
、
そ

の
後
、自
己
の
復
権
を
か
け
て
村
長
選
挙
に
出
て
い
た
こ
と
が
分
か
つ
た
。

大
里
村
と
高
野
尾
村
と
が

一
九
五
七
年

一
月

一
五
日
に
合
併
し
て
豊
里
村

と
な
っ
た
後
の
第

一
回
村
長
選
挙
が
二
月
八
日
に
お
こ
な
わ
れ
た
。
大
里

か
ら
は
大
字
睦
合
の
森

（当
時
六
七
歳
）
と
大
字
山
室
の
中
川
林
助

（六

三
歳
）、
植
田
春
郎

（五
人
歳
）
が
立
候
補
し
た
。
選
挙
戦
は
現
職
の
大
里

村
長
で
あ
る
中
川
と
、
元
村
長
の
森
と
の
一
騎
打
ち
で
、
植
田
は

「農
協

本
党
」
を
名
乗
る
が
選
挙
に
勝
て
る
だ
け
の
実
力
は
な
か
っ
た
。
選
挙
当

日
の

「伊
勢
新
聞
」
の
報
道
に
よ
れ
ば
、
「森
氏
は
戦
時
中
村
長
を
つ
と
め

公
職
追
放
後
長
く
公
職
に
つ
か
ず
返
り
咲
き
を
ね
ら
つ
て
懸
命
、
中
川
氏

は
合
併
当
時
の
村
長
と
あ
っ
て
旧
高
野
尾
村
に
も
く
い
入
り
、
両
者
の
争

い
は
伯
仲
、
予
断
を
許
さ
な
い
情
勢
」
で
、
「有
権
者
総
数
三
千
四
百
、
う

ち
旧
高
野
尾
村
は
村
長
立
候
補
者
が
な
く
草
刈
り
場
、
こ
の
地
区
の
動
向

が
勝
敗
を
決
す
る
も
の
と
み
ら
れ
て
い
る
」
と
い
う
。
だ
が
甘
粕
事
件
を

知
る
地
元
住
民
の
間
で
は
、
森
は

「人
殺
し
」
と
噂
さ
れ
て
お
り
、
人
望

の
な
い
酒
屋
で
あ
っ
た
。
戦
前
な
ら
任
命
制
で
村
長
に
な
れ
た
か
も
し
れ

な
い
が
、
豊
里
村
が
で
き
た
と
き
に
は
、
一九
憲
兵
の
村
人
ま
で
が
森
を
「人

殺
し
」
と
呼
び
、
多
く
は
中
川
陣
営
に
味
方
し
た
と
い
う
。

森
の
人
と
な
り
を
知
る
た
め
に
、
森
の
甥
に
当
た
る
津
市
大
里
東
睦
合

の
若
林
光
男
氏

（
一
九
二
六
年
生
ま
れ
、
人
三
歳
）
に
会
っ
て
、
生
前
の

森
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
聞
い
て
み
た
。
若
林
氏
に
よ
れ
ば
、
森
は
ど
こ
に
も

行
か
ず
、
酒
屋
の
奥
の
座
敷
に
こ
も
り
が
ち
の
生
活
を
送
っ
て
い
た
。
雨

の
日
、
農
作
業
が
で
き
な
く
な
っ
て
自
分
が
森
家
の
酒
屋
の
店
番
を
し
て

い
る
と
、
奥
の
座
敷
に
い
た
森
が
大
層
か
わ
い
が
っ
て
く
れ
た
。
日
記
や

書
簡
な
ど
の
類
は

一
切
遺
さ
れ
て
い
な
い
が
、
自
分
だ
け
に
は
真
実
を
話

し
、
後
世
に
語
り
継
い
で
も
ら
お
う
と
し
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
森

が
語
る
に
は
、
甘
粕
は
親
し
み
の
湧
く
人
で
、
決
し
て
ホ
ラ
を
吹
く
よ
う

な
人
で
は
な
く
、自
分
の
一
生
を
授
け
た
方
で
あ
つ
た
。
甘
粕
事
件
の
際
、

自
分
が
大
杉
と
伊
藤
を
殺
し
た
。
子
ど
も
を
殺
せ
と
い
う
命
令
が
上
か
ら

来
た
。
で
き
れ
ば
殺
さ
な
い
方
が
よ
か
つ
た
が
、
同
情
心
は
な
か
つ
た
。

刑
務
所
を
出
る
と
き
、
他
の
憲
兵
仲
間
か
ら

「お
前
は
よ
く
や
つ
た
、
刑

務
所
で
の
務
め
も
果
た
し
た
」
と
い
わ
れ
て
た
く
さ
ん
の
見
舞
金
を
も
ら

っ
た
。
金
貨
や
銀
貨
は
ズ
ボ
ン
の
ど
こ
か
に
縫
い
こ
ん
で
汽
車
に
乗
っ
て

大
里
村
に
帰
っ
て
き
た
と
い
う
。

若
林
氏
に
よ
れ
ば
、　
一
九
五
七
年
の
村
長
選
挙
の
際
、
自
分
が
選
挙
参

謀
を
務
め
た
が
、
七
六
票
の
僅
差
で
敗
れ
た
。
森
は
落
選
し
た
も
の
の
、

落
胆
し
て
い
る
こ
と
が
周
囲
の
者
に
分
か
る
よ
う
な
気
の
小
さ
い
男
で
は

な
か
つ
た
。
と
に
か
く
気
の
強
い
人
で
あ
っ
た
と
い
う
。
乃
木
希
典
が
明

治
天
皇
に
殉
死
し
た
と
き
、
真
っ
先
に
乃
木
邸
に
駆
け
つ
け
た
と
い
う
エ

ピ
ソ
ー
ド
も
あ
つ
た
。

再
び
佐
野
氏
の
大
著
に
戻
れ
ば
、
終
章
に
は

「元
憲
兵
は
、
甘
粕
と
い

う
負
の
世
界
の
ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー
の
陰
に
隠
れ
て
事
件
か
ら
八
十
年
以
上

埒
外
に
置
か
れ
て
き
た
。
甘
粕
の
巨
大
な
影
が
、
彼
ら
の
存
在
を
覆
っ
て

き
た
と
も
い
え
る
」
と
の
記
述
が
あ
る
。
実
行
犯
と
さ
れ
る
憲
兵
た
ち
の
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存
在
に
着
目
し
、
彼
ら
を
追
跡
し
な
が
ら
甘
粕
事
件
の
全
容
を
解
明
し
た

の
は
、
佐
野
氏
の
見
事
な
功
績
で
あ
る
。
し
か
し
上
官
の
面
子
を
ま
も
る

と
と
も
に
部
下
を
か
ば
う
た
め
に
、
甘
粕
が
黙
っ
て
罪
を
引
き
受
け
た
と

す
る
″
軍
人
の
美
学

〃、
あ
る
い
は
″
甘
粕
の
美
学

〃
は
、
私
に
は
到
底

承
服
し
が
た
い
も
の
で
あ
る
。
甘
粕
は

「陸
軍
の
ス
ケ
ー
プ
ゴ
ー
ト
と
し

て
日
本
帝
国
に
よ
つ
て
引
き
裂
か
れ
た
」
存
在
で
あ
つ
た
と
さ
れ
る
の
だ

が
、
甘
粕
が
終
生
真
実
を
語
ら
な
か
つ
た
こ
と
は
、
非
道
な
暴
力
に
よ
つ

て
生
命
を
奪
わ
れ
た
犠
牲
者
を
冒
漬
し
続
け
る
こ
と
に
な
っ
た
の
み
な
ら

ず
、
そ
の
後
の
歴
史
に
お
い
て
軍
部
が
暗
躍
し

一
層
の
横
暴
を
ふ
る
う
こ

と
に
手
を
貸
す
こ
と
に
な
つ
た
の
で
は
な
い
か
。

若
林
氏
は
戦
争
末
期
、
陸
軍
の
通
信
兵
と
し
て
広
島
に
駐
留
し
て
い
る

と
き
に
被
爆
し
た
。
終
戦
後
は
帰
郷
し
て
農
家
を
継
ぐ
が
、
原
爆
症
の
た

め
に
頭
痛
や
高
熱
に
冒
さ
れ
、
農
作
業
も
ま
ま
な
ら
な
か
つ
た
と
い
う
。

体
中
が
だ
る
く
て
寝
込
ん
だ
日
の
続
く
若
林
氏
に
、
森
は
い
つ
も
優
し
く

接
し
て
く
れ
た
と
い
う
。
温
暖
で
穏
や
か
な
農
村
に
生
ま
れ
育
つ
た
森
が

な
ぜ
あ
の
よ
う
な
凶
事
を
引
き
起
こ
し
た
の
か
。
隣
町
に
住
む
私
に
と
つ

て
、
佐
野
氏
の
い
う

「
ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー
」
の
甘
粕
よ
り
も
、
本
来
は
平

凡
な
ひ
と
り
の
市
民
で
あ
つ
た
は
ず
の
森
こ
そ
、
人
間
を
残
忍
な
殺
人
鬼

に
変
え
て
し
ま
う
軍
隊
組
織
の
暗
黒
面
を
明
ら
か
に
す
る
手
が
か
り
と
し

て
取
り
あ
げ
て
み
た
い
と
思
う
人
物
で
あ
る
。

［お
に
し

・
や
す
み
つ
　
本
学
教
員
］
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